
 

時期：１月下旬から３月までの間で、 

原則、平日（土日祭日除く）の昼間に行ないます。 
 

■富士山静岡空港の２２００ｍの暫定運用に向けた追加工事につきましては、

２３日に航空灯火最終試験調整を行い、間もなく完成となります。 

 国土交通省航空局より、国が整備した無線施設の飛行検査を、県の検査に先

行して実施する旨の連絡がありました。 

 

 

■今回の飛行検査は、国が設置した航空無線等の航空保安施設の電波の状況等

を検査機により上空から検査するものです。 

なお、県が設置した施設（滑走路・航空灯火等）に対する飛行検査は、完成

検査申請後、後日行われます。 
 

 

どんな飛行機で検査するの 

  

■DHC-8 型機(50 人乗りプロペラ橋)､SAAB2000(50 人乗りプロペラ機)、 

ポンパルディア 700 型機(20 人乗りジェット機)のいずれかで検査します。 

  富士山静岡空港へ就航が予定されている MD81(163 人乗りジェット機)､

B737(126人乗りジェット機)と比べると1回り小さな飛行機で検査します。 

 

■検査に関するお問合せは 

  静岡県庁空港部整備室 054-221-3284  

地域共生室      054-221-3273 

静岡空港建設事務所事業調整課 0547－37－9004 

 

■空港周辺市町の窓口 

  牧之原市観光空港室 0548-53-2623 

島田市空港振興課  0547-36-7127   

吉田町企画課    0548-33-2135 

 


